


































大正大学の教育体系の中に「環境」が位置づけられてから、2018 年には 10 年目に入
ろうとしています。 
今まさに、パラダイムの転換期。 
大きくうねる外洋を探る「不易流行」。 
知恵と慈悲の実践を担保する「時間軸／空間軸」。 
 大正大学人間環境学への航海図は、その第二幕を描きあげるときに来ています。現
在がその「今のいま・・」なのです。 
 人間環境学科の教員たちによる「不易流行」と「時間軸／空間軸」をクロスオーバ
ーさせた不断の研究の努力によって、この人間環境論集が、今現時点での人間環境学
を描くその一石となることを、期待してやみません。 
